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【 補 正 の 内 容 】
　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】 　
　 【 請 求 項 １ 】 　 一 定 量 の 液 体 を 容 器 に 収 容 し は か り に 載 置 し て 計 量 し な が ら 、 圧 粉 体 の
み 沈 め ら れ て い な い 状 態 で 第 １ の 計 量 値 を 得 、
　 前 記 液 体 に 圧 粉 体 の 全 体 を 容 器 に 接 触 し な い 状 態 、 か つ 、 圧 粉 体 の 自 重 を は か り に 計 量
さ れ な い 状 態 で 沈 め 、 圧 粉 体 を 前 記 液 体 に 沈 め た 時 点 を 基 準 時 点 と す る 時 間 の 経 過 と 、 時
間 の 経 過 に 関 連 付 け て は か り が 計 量 す る 複 数 の 計 量 値 を 得 、
　 前 記 複 数 の 計 量 値 が 時 間 の 経 過 に 関 連 付 け て 示 す 変 化 の 傾 向 を 前 記 基 準 時 点 に 遡 り 推 定
し て 第 ２ の 計 量 値 を 得 、
　 前 記 第 ２ の 計 量 値 か ら 前 記 第 １ の 計 量 値 を 差 し 引 き 第 ３ の 計 量 値 を 得 、
　 前 記 第 ３ の 計 量 値 を 前 記 液 体 の 比 重 で 除 し て 前 記 基 準 時 点 に 遡 り 圧 粉 体 の 体 積 に 相 当 す
る 前 記 液 体 の 体 積 推 定 値 を 得 て 、 圧 粉 体 の 重 量 を 前 記 体 積 推 定 値 で 除 し て 圧 粉 体 の 密 度 を
得 る こ と
を 特 徴 と す る 圧 粉 体 成 型 密 度 の 測 定 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ 】 　 圧 粉 体 を 前 記 液 体 に 沈 め た 時 点 を 基 準 時 点 と し 、 予 め 定 め る 所 定 の 時 間
を 経 過 し て か ら 、 あ る い は 、 は か り の 計 量 が 振 れ な い 状 態 に な っ た こ と を 判 断 し て か ら 、
時 間 の 経 過 に 関 連 付 け て は か り が 計 量 す る 複 数 の 計 量 値 を 得 る 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 粉 体 成
型 密 度 の 測 定 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ 】 　 計 量 値 は 時 系 列 に 直 前 の 計 量 値 と 差 を 取 り 、 こ の 差 が 所 定 の 値 よ り 負 に
な る 計 量 値 を 選 択 す る こ と で 、 時 間 の 経 過 に 関 連 付 け て は か り が 計 量 す る 複 数 の 計 量 値 を
安 定 と 判 定 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 圧 粉 体 成 型 密 度 の 測 定 方 法 。
　 【 請 求 項 ４ 】 　 冶 具 と 、 は か り と 、 計 算 機 と 、 ケ ー ブ ル と を 含 む 圧 粉 体 成 型 密 度 の 測 定
装 置 で あ っ て 、
　 前 記 冶 具 は 、
　 液 体 と 、
　 一 定 量 の 前 記 液 体 を 収 容 し た 容 器 と 、
　 は か り の 天 秤 皿 を 囲 む 支 柱 台 と 、
　 前 記 支 柱 台 に 立 設 し 固 定 さ れ た 支 柱 と 、
　 前 記 支 柱 の 上 方 か ら 垂 下 す る ワ イ ヤ ー と 、
　 前 記 ワ イ ヤ ー に 吊 り 下 げ ら れ て 前 記 容 器 内 の 前 記 液 体 中 に 位 置 し 、 圧 粉 体 を 受 け る 網 製
の 受 け 皿 と 、
を 有 し て お り 、



　 前 記 は か り は 、 天 秤 皿 を 有 し て お り 、
　 前 記 計 算 機 は 、 記 憶 手 段 を 備 え て お り 、
　 前 記 ケ ー ブ ル は 、 前 記 は か り と 前 記 計 算 機 と を 接 続 し 、
　 前 記 は か り は 、 前 記 天 秤 皿 に 載 置 さ れ た 重 さ を 測 定 値 と し て 前 記 ケ ー ブ ル を 介 し て 前 記
計 算 機 に 送 信 し 、
　 前 記 計 算 機 は 、
　 前 記 測 定 値 を 受 信 し 、 一 定 量 の 前 記 液 体 を 収 容 し た 前 記 容 器 に 圧 粉 体 の み 沈 め ら れ て い
な い 状 態 で 第 １ の 測 定 値 を 得 、
　 前 記 液 体 に 圧 粉 体 の 全 体 を 前 記 受 け 皿 に 載 置 し 沈 め た と き 、 圧 粉 体 を 前 記 液 体 に 沈 め た
時 点 を 基 準 時 点 と す る 時 間 の 経 過 と 、 時 間 の 経 過 に 関 連 付 け て は か り が 計 量 す る 複 数 の 測
定 値 を 得 て 、 前 記 複 数 の 測 定 値 が 時 間 の 経 過 に 関 連 付 け て 示 す 変 化 の 傾 向 を 前 記 基 準 時 点
に 遡 り 推 定 し て 第 ２ の 測 定 値 を 得 、
　 前 記 第 ２ の 測 定 値 か ら 前 記 第 １ の 測 定 値 を 差 し 引 き 第 ３ の 測 定 値 を 得 、
　 前 記 第 ３ の 測 定 値 を 前 記 液 体 の 比 重 で 除 し て 前 記 基 準 時 点 に 遡 り 圧 粉 体 の 体 積 に 相 当 す
る 前 記 液 体 の 体 積 推 定 値 を 得 、
　 予 め 測 定 し 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 し て お い た 圧 粉 体 の 重 量 を 、 前 記 体 積 推 定 値 で 除 し て 圧
粉 体 の 密 度 を 得 る 、
こ と を 特 徴 と す る 圧 粉 体 成 型 密 度 の 測 定 装 置 。
　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 液 体 は 粘 度 が 水 の ５ ０ ～ ２ ０ ０ 倍 の 液 体 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 圧
粉 体 成 型 密 度 の 測 定 装 置 。
　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 受 け 皿 は 、 金 網 製 で あ り 、 金 網 の 目 の 大 き さ が １ ｍ ｍ 以 上 で あ る 請
求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 圧 粉 体 成 型 密 度 の 測 定 装 置 。
　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 受 け 皿 は 、 外 径 に 対 す る 中 心 が 球 の 一 部 を な し て 凹 み を 構 成 し 、 （
外 径 ／ 凹 み の 深 さ ） ≧ ３ の 関 係 を 満 た す 、 請 求 項 ４ 乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 の 圧 粉 体 成 型 密
度 の 測 定 装 置 。
　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 ワ イ ヤ ー は 、 複 数 本 で あ っ て 、 そ れ ぞ れ は 、 前 記 支 柱 に お け る ワ イ
ヤ ー 支 点 か ら 垂 下 し 、 下 端 が 前 記 受 け 皿 に お け る 別 々 の 位 置 に 固 定 さ れ 、 前 記 受 け 皿 を 三
角 構 造 で 支 持 す る 請 求 項 ４ 乃 至 ７ の 何 れ か に 記 載 の 圧 粉 体 成 型 密 度 の 測 定 装 置 。
　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 受 け 皿 に ５ ０ ～ ３ ０ ０ ｇ の オ モ リ を 取 り 付 け た 請 求 項 ４ 乃 至 ８ の 何
れ か に 記 載 の 圧 粉 体 成 型 密 度 の 測 定 装 置 。
　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 液 体 は 、 シ リ コ ン オ イ ル で あ る 請 求 項 ４ 乃 至 ９ の 何 れ か に 記 載 の
圧 粉 体 成 型 密 度 の 測 定 装 置 。
　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 容 器 の 載 置 さ れ た 前 記 天 秤 皿 に 圧 粉 体 を 載 せ 、 前 記 は か り の 測 定
値 を 連 続 ３ 回 以 上 比 較 し た 差 が 前 記 は か り の 分 解 能 以 内 で あ れ ば 安 定 と 判 断 し 、 前 記 容 器
に 圧 粉 体 を 加 え た 重 さ の 測 定 値 と し 、
　 前 記 天 秤 皿 に 圧 粉 体 を 載 せ な い 状 態 に し て 、 前 記 は か り の 測 定 値 を 連 続 ３ 回 以 上 比 較 し
た 差 が 前 記 は か り の 分 解 能 以 内 で あ れ ば 安 定 と 判 断 し 、 前 記 容 器 に 圧 粉 体 を 加 え な い 重 さ
の 測 定 値 と し 、
　 圧 粉 体 を 加 え た 重 さ の 測 定 値 か ら 圧 粉 体 を 加 え な い 重 さ の 測 定 値 を 差 し 引 い て 圧 粉 体 の
重 量 を 得 る
請 求 項 ４ 乃 至 １ ０ の 何 れ か に 記 載 の 圧 粉 体 成 型 密 度 の 測 定 装 置 。
　 　 圧 粉 体 成 型 密 度 の 測 定 に 供 さ れ る 冶 具 で あ っ て 、
　 液 体 と 、
　 一 定 量 の 前 記 液 体 を 収 容 し た 容 器 と 、
　 前 記 容 器 が 載 置 さ れ た 天 秤 皿 と 、
　 前 記 天 秤 皿 を 囲 む 支 柱 台 と 、
　 前 記 支 柱 台 に 立 設 し 固 定 さ れ た 支 柱 と 、
　 前 記 支 柱 の 上 方 か ら 垂 下 す る ワ イ ヤ ー と 、
　 前 記 ワ イ ヤ ー に 吊 り 下 げ ら れ て 前 記 容 器 内 の 前 記 液 体 中 に 位 置 し 、 圧 粉 体 を 受 け る 網 製
の 受 け 皿 と 、

(2) JP 2001-41872 A5 2006.6.29

【 請 求 項 １ ２ 】



を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 冶 具 。
　 　 前 記 液 体 は 粘 度 が 水 の ５ ０ ～ ２ ０ ０ 倍 の 液 体 で あ る 請 求 項 １ ２ に 記 載
の 冶 具 。
　 　 前 記 受 け 皿 が 、 金 網 製 で あ り 、 金 網 の 目 の 大 き さ が １ ｍ ｍ 以 上 で あ る
、 請 求 項 １ ２ 又 は １ ３ に 記 載 の 冶 具 。
　 　 前 記 受 け 皿 が 、 外 径 に 対 す る 中 心 は 球 の 一 部 を な し て 凹 み を 構 成 し 、
（ 外 径 ／ 凹 み の 深 さ ） ≧ ３ の 関 係 を 満 た す 、 請 求 項 １ ２ 乃 至 １ ４ の 何 れ か に 記 載 の 冶 具 。
　 　 前 記 ワ イ ヤ ー は 、 複 数 本 で あ っ て 、 そ れ ぞ れ が 前 記 支 柱 に お け る ワ イ
ヤ ー 支 点 か ら 垂 下 し 、 下 端 で 前 記 受 け 皿 に お け る 別 々 の 位 置 に 固 定 さ れ 、 前 記 受 け 皿 を 三
角 構 造 で 支 持 す る 、 請 求 項 １ ２ 乃 至 １ ５ の 何 れ か 記 載 の 冶 具 。
　 　 前 記 受 け 皿 に ５ ０ ～ ３ ０ ０ ｇ の オ モ リ を 取 り 付 け た 、 請 求 項 １ ２ 乃 至
１ ６ の 何 れ か に 記 載 の 冶 具 。
　 　 前 記 液 体 が 、 シ リ コ ン オ イ ル で あ る 請 求 項 １ ２ 乃 至 １ ７ の 何 れ か 記 載
の 冶 具 。
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【 請 求 項 １ ７ 】
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